
志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

︱
︱
明
治
四
十
年
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
︱
︱

生

井

知

子

明
治
四
十
年

(一
九
〇
七
)
(数
え
二
十
五
歳
・
満
二
十
四
歳
)

7
・
1
(月
)

午
前
︑
斎
藤
博
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
来
宅
︒
夜
︑
直
哉
は
柳
宗
悦
の
家
に
行
く
︒
(
日
記
)

直
哉
は
︑﹁
こ
ゝ
ろ
の
華
﹂
第
十
一
巻
第
七
号
に
︑﹃
木
下
利
玄
﹁
お
京
﹂
を
よ
む
﹄
(
原
題
﹃﹁
お
京
﹂
を
よ
む
﹄)
を
﹁
登
毛
﹂
の
署
名
で
発

表
︒
正
親
町
公
和
・
武
者
小
路
実
篤
ら
も
感
想
を
寄
せ
た
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
⑩
)

7
・
2
(火
)

直
哉
は
︑
松
平
春
光
︑
柳
谷
午
郎
︑
田
村
寛
貞
と
三
崎
へ
旅
行
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
200
～
201
)
(M
40
・
7
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

7
・
3
(水
)

直
哉
ら
一
行
︑
帰
京
︒
昨
日
船
に
乗
り
遅
れ
た
米
津
政
賢
と
大
船
で
合
流
︒
直
哉
は
国
木
田
独
歩
の
﹃
牛
肉
と
馬
鈴
薯
﹄
を
読
む
︒
晩
︑

腹
を
立
て
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
201
)
(M
40
・
7
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

直
哉
は
︑
田
村
寛
貞
・
柳
谷
午
郎
と
連
名
で
︑
三
崎
か
ら
︑
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
送
る
︒
(
M
40
・
7
・
3
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

7
・
4
(木
)

直
哉
は
終
日
苦
し
む
︒
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
翻
訳
を
二
つ
読
む
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
・
木
下
利
玄
と
銀
座
を
散
歩
︒
(
日
記
)

7
・
5
(金
)

午
前
︑
直
哉
は
泣
く
︒
い
く
ら
愛
さ
れ
て
も
解
さ
れ
な
け
れ
ば
苦
し
い
と
思
う
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
を
呼
ぶ
︒
白
犬
は
死
ん
で
い
た

こ
と
が
分
か
る
︒
毒
殺
さ
れ
た
ら
し
い
︒
(日
記
)
(M
40
・
7
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

四
︑
七
)
(
草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
十
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
直
哉
が
岩
元
禎
と
前
後
し
て
パ
リ
に
留
学
に
来
た
夢
を
見
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

六
五



7
・
6
(土
)

直
哉
は
︑
結
婚
は
冒
険
な
り
︑
祖
母
は
非
常
に
余
を
愛
し
て
く
れ
る
が
少
し
も
解
し
て
く
れ
な
い
︑
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P

198
～
199
)

午
前
︑
直
哉
は
︑
志
賀
留
女
に
怒
っ
て
い
い
気
持
ち
に
な
る
︒
(日
記
)
(
M
40
・
7
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

五
)
(草
稿

﹃
第
三
篇
﹄
十
)

7
・
7
(日
)

直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
き
︑﹁
マ
ル
コ
伝
﹂
第
二
章
の
話
を
聞
く
︒
家
の
枇
杷
を
持
参
す
る
︒
午
後
︑
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒

野
上
弥
生
子
﹃
仏
の
座
﹄︑
高
浜
虚
子
﹃
大
内
旅
館
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
197
～
198
)

C
を
愛
し
て
い
る
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
199
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

六
)

こ
の
頃

『大
小
小
紋
﹄
の
ワ
キ
に
し
よ
う
と
し
た
ミ
ノ
リ
と
い
う
赤
坂
の
雛
妓
が
自
殺
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
199
)

7
・
8
(月
)

直
哉
は
︑
志
賀
留
女
・
英
子
を
連
れ
て
︑
明
治
座
へ
行
く
︒
大
阪
堀
江
人
形
浄
瑠
璃
の
﹁
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
﹂
(大
序
か
ら
両
国
橋
ま
で
)

を
見
る
︒
大
隅
太
夫
・
春
子
太
夫
・
伊
達
太
夫
ら
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

五
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄

十
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
送
る
︒
黒
木
三
次
に
つ
い
て
︑
真
理
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
る
と
人
間
も
救
わ
れ
な
い
と
思
う
︒
昨
年
の
春

読
ん
だ
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
﹃
孤
独
生
活
﹄
の

Joh
n
が
︽
本
当
に
其
夫
を
愛
し
て
よ
く
か
し
づ
い
て
ゐ
る
︾
妻

K
itty
を
捨
て
︑︽
己
れ
を

解
し
て
く
れ
た
︾
A
n
n
a
M
ah
r
の
元
に
走
っ
た
事
に
共
感
し
︑︽
僕
に
若
し

Joh
n
の

A
n
n
a
M
ah
r
の
や
う
な
女
が
あ
つ
た
ら
︾︽
僕
を

非
常
に
愛
し
て
く
れ
る
︑
愛
し
て
は
呉
れ
る
が
少
し
も
解
し
て
は
く
れ
ぬ
︾︽
祖
母
と
家
を
捨
て
ゝ
何
所
へ
か
行
く
か
も
知
れ
ぬ
︾
と
思

い
︑
そ
の
後
の
悲
惨
な
結
末
を
想
像
す
る
︒
有
島
武
郎
と
相
談
し
た
事
だ
が
︑
有
島
生
馬
が
自
分
で
働
い
て
関
安
子
に
何
が
し
か
の
金
を

贈
っ
て
は
ど
う
か
︑
安
子
は
い
よ
い
よ
学
校
に
入
っ
た
︑
武
郎
が
両
親
に
安
子
の
事
を
打
ち
明
け
よ
う
と
し
て
い
る
︒
三
崎
旅
行
の
こ
と

な
ど
を
記
す
︒
(M
40
・
7
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
こ
の
頃
に
な
っ
て
︑
自
分
の
仕
事
の
あ
ま
り
に
大
き
い
の
に
気
が
つ
い
た
︑
早
く
健
全
な
る
自

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)
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由
な
る
独
立
な
る
生
涯
に
入
り
た
い
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

7
・
9
(火
)

直
哉
は
︑
松
戸
の
勘
解
由
小
路
資
承
の
中
学
を
訪
問
︒
裏
松
友
光
の
家
に
行
く
︒
︽
C
を
思
ふ
︑︾
と
日
記
に
記
す
︒
(
日
記
)

こ
の
時
か
？

直
哉
は
︑
松
戸
の
川
岸
で
勘
解
由
小
路
康
子
を
初
め
て
見
︑
強
く
印
象
に
残
る
︒
(﹃
く
も
り
日
﹄)

7
・
10
(水
)

午
前
か
ら
岩
倉
道
倶
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)

7
・
11
(木
)

午
後
︑
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)

直
哉
は
C
へ
の
恋
を
自
覚
し
︑
結
婚
の
決
心
が
つ
く
前
に
︑
箱
根
に
C
を
連
れ
て
行
く
の
は
危
険
だ
か
ら
︑
咲
に
し
よ
う
か
と
考
え
る
︒

(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
201
～
202
)

7
・
12
(金
)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
と
三
島
弥
吉
の
こ
と
を
相
談
す
る
︒
(
日
記
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
﹃
万
霊
塔
﹄
の
細
部
に
つ
い
て
の
評
を
書
く
︒
(未
定
稿
33
﹃
万
霊
塔
﹄)

7
・
13
(土
)

直
哉
は
午
前
︑
墓
参
︒
(日
記
)

｢手
帳
8
﹂
(Im
p
ression
s
X
II)
を
使
い
始
め
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
205
～
)

内
村
鑑
三
の
想
い
出
に
つ
い
て
手
帳
に
書
く
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
205
)

7
・
14
(日
)

午
後
︑
直
哉
は
常
磐
木
倶
楽
部
の
落
語
研
究
会
に
行
く
︒
円
喬
の
﹁
船
徳
﹂
が
い
い
︒
帰
途
︑
丸
善
で

“Ib
sen
”
と
い
う
本
を
買
う
︒

夜
︑
志
賀
直
方
と
激
論
︒
(日
記
)

7
・
15
(月
)

午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
三
島
弥
吉
の
家
に
行
き
︑
母
・
三
島
和
歌
子
と
弥
吉
の
こ
と
を
相
談
す
る
︒
木
下
利
玄
を
訪
問
す
る
が

不
在
︒
夜
︑
直
哉
は
C
と
友
達
に
な
る
︒
清
に
つ
い
て
嫌
な
こ
と
を
聞
く
︒
(日
記
)

C
に
対
す
る
思
い
を
手
帳
に
記
し
︑
自
分
の
結
婚
の
条
件
に
つ
い
て
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
205
～
208
)

7
・
16
(火
)

午
前
︑
直
哉
は
咲
を
呼
ん
で
︑
清
の
こ
と
を
聞
く
︒
田
村
寛
貞
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
清
を
呼
ん
で
暇
を
取
れ
と
勧
め
る
︒
夜
︑
米

津
政
賢
が
来
て
︑
小
説
の
話
を
す
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
208
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

六
七



武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
三
島
弥
吉
の
た
め
に
出
来
る
だ
け
の
こ
と
を
す
る
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直

哉
宛
書
簡
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
昨
日
は
寺
参
の
留
守
で
失
礼
し
た
︑
明
日
午
後
四
時
頃
志
賀
家
に
行
く
つ
も
り
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀

直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

7
・
17
(水
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
と
勘
解
由
小
路
資
承
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
夜
︑
木
下
利
玄
が
来
宅
︒
直
哉
は
C
と
清
の
こ
と
を
相
談
し
︑
こ
ち
ら

か
ら
暇
を
や
る
こ
と
に
す
る
︒
(日
記
)

午
前
︑
C
に
は
サ
ラ
サ
ラ
と
し
た
所
が
あ
る
と
手
帳
に
記
す
︒
C
・
O
は
︑
明
治
二
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
︑
小
見
川
の
生
ま
れ
︒

(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
208
)

7
・
18
(木
)

午
後
︑
柳
宗
悦
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
清
が
帰
る
︒
(日
記
)

7
・
20
(土
)

直
哉
は
﹃
独
歩
集
﹄
読
了
︑﹃
湯
ヶ
原
よ
り
﹄﹃
春
の
鳥
﹄
が
良
か
っ
た
︒
小
林
一
郎
﹃
プ
ラ
ト
ー
ン
﹄
を
百
ペ
ー
ジ
だ
け
読
む
︒
非
常
に

面
白
い
︒
夜
︑
米
津
政
賢
か
ら
自
作
の
小
説
が
二
篇
来
る
︒﹃
雪
子
﹄
と
い
う
方
は
ま
る
で
駄
目
だ
が
︑﹃
リ
ボ
ン
﹄
と
い
う
方
は
中
々
よ

い
と
思
う
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
215
～
220
)

7
・
21
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
き
︑﹁
マ
ル
コ
伝
﹂
第
二
章
十
八
節
か
ら
の
話
を
聞
く
︒
直
哉
は
︑
﹃
西
緑
河
岸
﹄
を
落
想

(↓
後
の

未
定
稿
32
﹃
小
説

緑
河
岸
﹄)
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
209
～
213
)

＊
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
に
よ
れ
ば
︑﹃
西
緑
河
岸
﹄
は
︑
下
町
趣
味
の
小
説
で
︑
鏡
花
趣
味
・﹃
た
け
く
ら
べ
﹄
が
混

じ
り
合
っ
た
調
子
の
も
の
︑
西
緑
河
岸
は
日
本
橋
に
あ
る
︑
と
い
う
︒

7
・
22
(月
)

午
後
︑
志
賀
家
で
は
新
粉
を
作
る
の
で
大
騒
ぎ
す
る
︒
夕
方
と
夜
︑
直
哉
は
C
と
話
す
︒
(
日
記
)
↓
未
定
稿
32
﹃
小
説

緑
河
岸
﹄
の
モ

デ
ル

直
哉
は
︑
C
を
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
雇
女
に
同
情
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︑
理
屈
か
ら
は
偽
善
し
か
出
来
な
い
が
︑
愛
が
あ
れ
ば
善

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)
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行
が
出
来
る
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
210
～
211
)

『緑
河
岸
﹄
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
手
帳
に
記
す

(↓
未
定
稿
32
﹃
小
説

緑
河
岸
﹄)
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
211
～
213
)

7
・
25
(木
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
雑
誌
発
行
よ
り
単
行
本
を
出
し
た
が
っ
て
い
る
直
哉
に
対
し
て
︑
単
行
本
よ
り
雑
誌
を
出
す
方

が
い
い
と
考
え
る
理
由
を
述
べ
た
も
の
︒
今
︑
真
面
目
な
人
が
読
む
雑
誌
は
︑
小
説
が
載
る
﹁
新
小
説
﹂
と
論
文
が
載
る
﹁
聖
書
之
研

究
﹂
だ
が
︑
両
方
を
兼
ね
︑
両
者
に
は
な
い
口
絵
が
つ
き
︑
今
の
青
年
に
ふ
さ
わ
し
い
主
義
を
持
っ
て
い
る
雑
誌
を
出
し
た
い
︑
単
行
本

よ
り
雑
誌
の
方
が
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
や
す
く
︑
感
化
の
力
も
強
い
と
思
う
︒
大
学
を
や
め
る
手
紙
を
︑
四
五
日
の
う
ち
に
書
く
つ
も

り
だ
︑
そ
の
時
︑
雑
誌
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
書
こ
う
と
思
う
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

正
親
町
公
和
と
細
川
護
立
が
︑
伊
香
保
か
ら
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

7
・
26
(金
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
米
津
政
賢
の
小
説
﹃
雀
太
夫
と
リ
ボ
ン
﹄
が
中
々
い
い
︑
米
津
の
小
説
を
﹃
万
霊
塔
﹄
と
並
べ
て

﹁
心
の
花
﹂
に
出
し
た
い
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

7
・
27
(土
)

夜
︑
直
哉
は
C
と
一
時
間
ば
か
り
話
す
︒
C
は
可
愛
が
ら
れ
て
育
っ
た
の
び
の
び
と
し
た
性
質
で
︑
自
分
の
ネ
ッ
ツ
リ
し
た
性
分
か
ら
C

の
サ
ラ
リ
と
し
た
性
質
を
好
む
の
だ
と
感
じ
る
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
213
～
214
)

7
・
28
(日
)

直
哉
は
︑
明
治
座
で
大
隅
太
夫
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
を
聴
く
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
214
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

7
・
31
(水
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
八
月
一
日
の
消
印
︒
今
夜
︑
築
地
の
病
院
に
入
院
し
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
1
(木
)

午
後
︑
直
哉
は
︑
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の

“H
an
n
ele”
(﹁
ハ
ン
ネ
レ
﹂)
を
読
み
︑
感
服
す
る
︒
夜
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
武
者
小
路
実
篤
も

来
て
い
た
︒
一
日
︑
苦
し
む
︒
(日
記
)

8
・
2
(金
)

直
哉
は
︑
尾
崎
紅
葉
﹃
心
の
闇
﹄
と
︑
国
木
田
独
歩
﹃
泣
き
笑
ひ
﹄
と
︑
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
訳
﹃
小
猫
﹄
を
読
む
︒
夕
方
ま
で
苦
し
む
︒
武

者
小
路
実
篤
と
裏
松
友
光
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
C
と
話
し
︑
心
が
晴
れ
る
︒
(
日
記
)
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
222
～
225
)

8
・
3
(土
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
を
病
院
に
訪
問
︒
午
後
は
旅
行
の
支
度
︒
夜
︑
C
と
話
し
︑
写
真
を
貰
う
︒
(
日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

六
九



有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
グ
リ
ヨ
ン
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
4
(日
)

志
賀
直
哉
・
留
女
・
英
子
・
直
三
・
淑
子
・
咲
の
一
行
で
︑
箱
根
に
避
暑
に
赴
く
︒
紀
伊
国
屋
別
荘
の
奥
座
敷
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤

P
226
)

8
・
5
(月
)

直
哉
は
手
帳
に
︑
互
い
に
よ
く
知
り
合
っ
て
か
ら
後
で
な
け
れ
ば
結
婚
せ
ぬ
と
決
心
し
た
青
年
が
︑
自
家
の
女
中
と
結
婚
す
る
と
い
う
傾

向
が
追
々
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
記
す
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
226
～
227
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
︑
昨
日
金
田
に
着
い
た
と
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

8
・
6
(火
)

直
哉
は
︑
田
山
花
袋
の
﹃
梅
屋
の
梅
﹄
を
読
む
︒
C
の
顔
が
亡
き
母
に
ど
こ
か
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
来
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
8
﹂

補
⑤
P
227
～
228
)

木
下
利
玄
が
病
院
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
正
親
町
公
和
﹃
寂
し
き
我
家
﹄・
米
津
政
賢
﹃
滝
﹄
を
読
ん
で
失
望
し
た
と
の
こ
と
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
7
(水
)

直
哉
は
︑
田
山
花
袋
の
﹃
自
殺
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)

塩
原
の
川
村
弘
が
直
哉
に
手
紙
を
出
す
︒
箱
根
着
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
と
の
記
述
あ
り
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
書
簡
)

鎌
倉
の
柳
宗
悦
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

8
・
8
(木
)

直
哉
は
弁
天
山
に
行
く
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
229
)
↓
『箱
根
山
﹄﹁
弁
天
山
﹂

8
・
9
(金
)

直
哉
は
︑﹃
小
説

緑
河
岸
﹄
(未
定
稿
32
)
措
筆
︒
描
写
の
仕
方
・
文
体
を
改
め
た
﹃
秋
﹄
ま
た
は
﹃
冬
﹄
を
着
想
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
8
﹂

補
⑤
P
230
～
232
)

志
賀
直
温
︑
札
幌
木
材
株
式
会
社
取
締
役
に
就
任
︒
(志
賀
家
系
図
)

武
者
小
路
実
篤
が
村
松
務
・
裏
松
友
光
と
連
名
で
︑
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
病
院
か
ら
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
〇



8
・
10
(土
)

直
哉
は
︑
榎
本
尚
方
に
会
う
︒
(日
記
)

昨
晩
落
想
の
﹃
秋
﹄
ま
た
は
﹃
冬
﹄
の
梗
概
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
230
～
232
)

C
に
一
生
の
友
に
な
っ
て
く
れ
と
言
お
う
か
と
手
帳
に
記
す
︒
C
の
肩
上
げ
に
つ
い
て
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
232
～
233
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
雑
誌
よ
り
単
行
本
を
出
し
た
い
と
い
う
手
紙
を
送
っ
た
直
哉
に
対
し
て
︑

単
行
本
よ
り
雑
誌
を
出
す
方
が
い
い
と
考
え
る
理
由
を
述
べ
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
消
印
︑
麻
布
九
月
十
五
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
11
(日
)

直
哉
は
︑
榎
本
尚
方
を
訪
問
︒
(日
記
)

｢ノ
ー
ト
3
﹂
を
使
い
始
め
︑﹃
小
説

冬
﹄
を
書
く
︒
(﹁
ノ
ー
ト
3
﹂
補
⑤
P
361
～
364
)

夜
十
一
時
︑
直
哉
は
C
と
結
婚
し
よ
う
︑
C
に
打
ち
明
け
よ
う
︑
祖
母
と
母
は
不
賛
成
は
言
う
ま
い
︑
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補

⑤
P
233
～
234
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹃
緑
河
岸
﹄
を
中
止
し
て
書
き
直
す
元
気
に
感
心
し
た
︑
今
朝
書
き
終
え
た
小
説
を
﹃
二
つ
の

糧
﹄
と
題
し
た
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

8
・
12
(月
)

午
前
か
ら
︑
直
哉
は
一
人
で
元
箱
根
に
行
く
︒
C
か
ら
手
紙
が
来
る
︒
返
事
を
出
す
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
234
～
235
)
↓
『箱
根
山
﹄

﹁
峠
の
雲
﹂﹁
す
す
き
原
﹂

木
下
利
玄
が
直
哉
に
病
院
か
ら
葉
書
を
書
く
︒
昨
日
は
落
語
研
究
会
を
聞
い
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
13
(火
)

直
哉
は
︑
六
人
で
元
箱
根
に
行
く
︒
ト
ル
ス
ト
イ
の

“T
h
e
P
ow
er
of
D
ark
n
ess”
(﹃
闇
の
力
﹄)
を
読
了
︒
(日
記
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
︽
武
者
も
﹁
二
日
の
糧
﹂
と
い
ふ
短
篇
が
出
来
た
さ
う
だ
し
君
に
緑
河
岸
あ
つ
て
今
又
﹁
冬
﹂
が
出
来
よ
う
と
し

て
ゐ
る
と
は
実
に
盛
ん
だ
︑
(中
略
)
此
の
次
の
会
は
何
月
か
知
ら
ぬ
が
君
か
僕
が
当
日
の
傑
作
を
出
す
筈
な
ん
だ
つ
け
ね
え
︾
と
い
う

絵
葉
書
を
出
す
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
一



武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
き
︑
武
者
小
路
公
共
に
大
学
を
や
め
る
許
可
を
貰
っ
た
と
報
告
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
病
院
か
ら
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
14
(水
)

終
日
雨
︒
直
哉
は
︑
加
藤
泰
通
を
訪
問
︒
貸
本
屋
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
翻
訳
﹃
片
恋
﹄
を
読
む
︒
(
日
記
)
↓
『箱
根
山
﹄﹁
驟
雨
﹂

C
に
対
す
る
恋
は
熱
烈
で
は
な
い
︑
今
な
ら
思
い
切
れ
る
︑
し
か
し
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
小
説
の
終
わ
り
に
︽
私
は
其
頃
は
未
だ
若
か
つ
た

の
で
︑
未
来

(中
略
)
を
際
限
も
な
く
永
い
も
の
ゝ
や
う
に
想
つ
て
ゐ
た
︒
何
の
︑
こ
ん
な
事
は
未
だ
幾
ら
も
あ
る
事
だ
︑
ま
だ
〳
〵
之

よ
り
も
嬉
し
い
面
白
い
事
も
あ
ら
う
⁝
と
思
つ
た
︒
⁝
︾
(四
迷
の
訳
)
と
あ
る
︑
結
婚
を
迷
う
の
は
臆
病
だ
︑
帰
京
し
て
打
ち
明
け
よ
う

と
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
8
﹂
補
⑤
P
236
～
237
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

八
)

直
哉
は
︑
箱
根
芦
の
湯
か
ら
︑
林
外
科
病
院
の
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
出
し
︑
二
十
五
日
過
ぎ
ま
で
は
確
か
に
い
る
か
ら
遊
び
に
来
る
よ

う
す
す
め
る
︒
(M
40
・
8
・
14
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
雑
誌
熱
は
よ
ほ
ど
下
が
っ
た
︑
今
は
修
養
す
べ
き
時
だ
と
思
う
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全

集
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
病
院
か
ら
葉
書
を
書
く
︒
米
津
政
賢
が
来
て
﹃
小
赤
壁
﹄
と
﹃
須
磨
寺
﹄
を
置
い
て
い
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直

哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
15
(木
)

直
哉
は
︑
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
翻
訳
﹃
奇
遇
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
十
六
日
の
消
印
︑
麻
布
九
月
十
六
日
の
消
印
︒
十
三
日
に
突
然
岩
下
家
一
が
グ
リ
ヨ

ン
か
ら
来
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
病
院
か
ら
絵
葉
書
を
書
く
︒﹃
万
霊
塔
﹄
は
十
月
に
出
す
︑
米
津
政
賢
の
﹃
リ
ボ
ン
﹄
も
出
す
つ
も
り
︑
米
津
政
賢

の
新
作
に
つ
い
て
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

＊
米
津
藤
苑
﹃
な
で
し
こ
﹄
が
︑
十
一
月
号
の
﹁
こ
ゝ
ろ
の
華
﹂
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
二



8
・
16
(金
)

｢手
帳
9
﹂
(Im
p
ression
s
X
III)
を
使
い
始
め
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
237
～
)

8
・
17
(土
)

午
後
︑
直
哉
は
湯
の
花
沢
に
行
く
︒
(日
記
)

直
哉
は
︑
自
宅
宛
に
絵
葉
書
を
送
る
︒
(M
40
・
8
・
17
志
賀
直
哉
宛
書
簡
)

8
・
18
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
二
子
山
に
登
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
239
)

直
哉
は
︑
C
と
の
知
識
の
懸
隔
・
性
質
の
差
を
心
配
し
︑
自
分
ば
か
り
を
愛
し
て
い
て
︑
真
に
人
を
愛
す
る
事
は
今
出
来
な
い
か
ら
イ
ラ

イ
ラ
す
る
の
だ
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
241
～
243
)

8
・
19
(月
)

直
哉
は
子
供
達
と
笛
塚
で
遊
ぶ
︒
(日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
九
月
上
旬
ま
で
金
田
に
い
る
つ
も
り
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
昨
朝
︑
退
院
し
た
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
20
(火
)

志
賀
家
一
行
︑
帰
京
︒
(日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
二
十
一
日
の
消
印
︒
外
出
は
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
の
で
︑
話
を
し
に
来
て
く
れ
︑
と
の
こ
と
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
21
(水
)

夜
︑
直
哉
は
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
縁
側
で
世
間
話
を
し
︑
米
津
政
賢
の
小
説
評
を
し
た
り
︑﹃
緑
河
岸
﹄
を
読
ん
だ
り
す
る
︒
雨
が
本

降
り
に
な
り
︑
直
哉
は
木
下
家
に
泊
る
︒
直
哉
は
C
と
の
恋
を
木
下
利
玄
は
国
広
い
ち
と
の
恋
を
語
り
︑
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
二
時

ま
で
話
し
合
う
︒
翌
朝
八
時
過
ぎ
辞
去
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
258
)

8
・
22
(木
)

直
哉
は
︑
小
説
に
は
一
貫
し
た
ト
ー
ン
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
︑﹃
緑
河
岸
﹄
の
ト
ー
ン
に
つ
い
て
︑
再
検
討
す
る
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P

243
)

か
ご
や
の
会
話
を
手
帳
に
記
す

(↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(十
))
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
244
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
三



夜
九
時
︑
直
哉
は
︑
C
と
結
婚
を
約
束
す
る
︒
C
を
愛
し
て
い
る
が
決
し
て
熱
烈
な
愛
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
も
話
し
︑

C
の
気
持
ち
を
聞
い
た
︒
自
分
の
思
っ
て
い
る
事
は
す
っ
か
り
言
わ
ず
に
︑
向
う
の
思
っ
て
い
る
事
を
す
っ
か
り
聞
こ
う
と
す
る
ず
る
い

態
度
が
醜
く
て
か
な
わ
な
く
な
っ
て
来
た
︒
も
し
結
婚
を
申
し
込
ん
だ
ら
承
知
す
る
か
︑
一
週
間
で
も
い
い
か
ら
考
え
て
か
ら
返
事
し
て

く
れ
と
言
っ
た
言
葉
が
事
実
上
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
と
な
っ
た
︒
亡
母
の
指
輪
を
は
め
て
抱
き
す
く
め
接
吻
し
た
︒
C
は
気
を
失
う
︒
十
二
時

過
ぎ
C
は
戻
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
245
～
251
︑
258
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

八
)
(﹃
過
去
﹄
二
)
(
未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

8
・
23
(金
)

午
前
︑
直
哉
は
C
と
会
う
︒
午
後
︑
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
︑
昨
夜
C
と
結
婚
の
約
束
を
し
た
事
︑
家
族
に
は
ま
だ
話
し

て
い
な
い
事
な
ど
を
語
り
︑
木
下
利
玄
の
恋
に
つ
い
て
も
聞
く
︒
も
う
少
し
本
人
と
も
会
っ
て
い
い
と
思
っ
た
ら
︑
武
者
小
路
実
篤
・
田

村
寛
貞
な
ど
と
も
相
談
し
て
堂
々
と
強
固
に
出
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
︒
夜
は
米
津
政
賢
を
訪
問
し
た
為
︑
直
哉
は
︑
志
賀
留
女
へ
言
う

時
が
な
か
っ
た
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
258
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

九
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
昨
日
︑
米
津
政
賢
と
直
哉
と
半
分
ず
つ
の
短
信
を
受
け
取
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

8
・
24
(土
)

午
前
︑
直
哉
は
︑
C
と
の
事
を
志
賀
留
女
に
話
し
︑
志
賀
浩
に
話
す
︒
夜
︑
C
と
十
二
時
ま
で
話
す
︒
金
田
の
武
者
小
路
実
篤
に
戻
っ
て

く
れ
と
手
紙
を
出
す
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
258
)
(日
記
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

九
)
(﹃
過
去
﹄
二
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

C
へ
の
結
婚
申
し
込
み
の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
ま
と
め
た
も
の
を
手
帳
に
書
く
︒
こ
れ
か
ら
の
二
年
間
に
出
来
る
だ
け
活
動
し
な
く
て
は

な
ら
ぬ
︑﹁
ド
イ
ツ
語
﹂﹁
国
文
﹂﹁
漢
文
﹂﹁
心
理
学
﹂
の
試
験
を
受
け
て
︑
翌
年
出
す
べ
き
論
文
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
︒︽
余
は
罪
を
犯
せ
り
︑
堕
落
せ
り
︾
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
246
～
251
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
25
(日
)

志
賀
留
女
は
︑
平
民
の
娘
を
嫁
に
し
た
事
は
志
賀
家
に
は
な
い
事
だ
と
︑
直
哉
と
C
と
の
結
婚
に
反
対
す
る
︒
直
哉
は
︑
世
人
が
世
間
を

恐
れ
て
し
た
い
と
思
う
正
し
い
事
も
出
来
ず
に
い
る
の
を
打
破
し
て
や
ろ
う
と
い
う
の
が
自
分
の
仕
事
の
一
つ
だ
︒
キ
リ
ス
ト
は
大
工
の

子
で
あ
る
︑
左
官
の
娘
と
結
婚
し
て
何
が
悪
い
か
と
思
う
︒
父
は
洋
行
さ
せ
た
後
相
当
な
人
を
探
す
つ
も
り
だ
か
ら
い
け
な
い
︑
と
も
か

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
四



く
C
を
帰
せ
と
言
う
︒
C
と
約
束
す
る
に
し
て
は
C
の
愛
が
ま
だ
ま
だ
足
ら
ぬ
の
で
自
分
の
愛
も
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
︑
今
晩
よ
く
相
談

し
て
一
先
ず
破
約
し
て
も
よ
い
と
思
う
︒
夜
︑
C
と
肉
体
関
係
生
ず
る
︒
武
者
小
路
実
篤
に
帰
る
に
及
ば
ず
と
の
手
紙
を
出
す
︒︽
こ
の

後
不
真
面
目
で
あ
る
な
ら
ば
余
は
大
罪
人
で
あ
る
︑
地
獄
に
行
く
べ
き
大
罪
人
で
あ
る
︑
︾
と
手
帳
に
記
す
︒
(
日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P

251
～
253
︑
258
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

九
)
(﹃
過
去
﹄
二
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
土
肥
博
士
の
診
察
は
火
曜
の
午
前
八
時
か
ら
十
二
時
だ
︑﹃
万
霊
塔
﹄
を
修
正
し
て
い
る
︑
な
ど
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

8
・
26
(月
)

午
前
︑
直
哉
は
志
賀
留
女
と
激
論
し
︑
ど
う
し
て
C
に
暇
を
や
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
と
い
う
留
女
に
対
し
︑
留
女
を
捨
て
る
と
言
う
︒

夜
︑
C
と
話
し
︑
肉
交
あ
り
︒
留
女
と
両
立
し
な
い
場
合
如
何
に
す
べ
き
か
を
C
に
相
談
し
︑
自
分
を
捨
て
て
も
よ
い
と
言
わ
れ
る
︒

(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
258
)
(日
記
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

九
)

直
哉
は
︑
祖
母
は
世
界
に
唯
一
人
の
自
分
を
愛
し
て
く
れ
た
人
だ
か
ら
︑
祖
母
や
母
を
恨
ん
で
は
い
け
な
い
と
い
う
C
へ
の
願
い
を
手
帳

に
書
く
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
253
～
254
)

8
・
27
(火
)

朝
︑
武
者
小
路
実
篤
が
金
田
か
ら
帰
り
︑
直
哉
は
急
い
で
行
く
︒
武
者
小
路
実
篤
は
熱
烈
で
は
な
い
か
ら
意
味
が
あ
る
︑
直
哉
一
人
の
問

題
で
は
な
い
と
言
う
︒
午
後
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
夕
方
帰
っ
て
C
に
前
夜
の
弱
い
言
葉
を
取
り
消
す
︒
夜
︑
志
賀
浩
と
話
す
︒
浩
は
同

情
し
て
く
れ
る
︒
こ
の
日
か
ら
志
賀
留
女
が
寝
込
む
︒
留
女
は
C
に
直
哉
の
部
屋
へ
の
出
入
り
を
禁
ず
る
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
258
～
259
)

(日
記
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

九
)

8
・
28
(水
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
C
を
紹
介
す
る
︒
午
後
︑
芝
か
ら
銀
座
の
方
を
散
歩
︒
夜
︑
C
と
話
し
肉
交
あ
り
︒

C
に
︑
前
日
非
常
に
心
細
か
っ
た
か
ら
︑
な
る
べ
く
家
に
い
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
259
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

十
)

直
哉
は
︑︽
祖
母
は
結
婚
を
い
な
む
よ
り
承
知
し
な
け
れ
ば
捨
て
る
と
い
つ
た
事
を
怒
つ
て
ゐ
る

(中
略
)
の
か
︾︑
︽
自
家
の
祖
母
は
余

を
愛
す
る
︑
然
し
少
し
も
解
し
て
は
く
れ
な
い
︑
(中
略
)
信
用
し
て
く
れ
な
い
︑
こ
れ
が
総
て
を
不
幸
に
し
て
ゐ
る
︾
︑
C
に
﹁
貧
乏
し

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
五



て
も
い
い
か
﹂
と
尋
ね
る
と
﹁
い
や
だ
け
れ
ど
し
か
た
が
な
い
︒
う
ま
い
も
の
は
食
べ
な
く
て
も
い
い
が
︑
い
い
着
物
が
着
た
い
﹂
と
答

え
た
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
254
～
255
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

十
)

8
・
29
(木
)

武
者
小
路
実
篤
か
ら
﹃
不
幸
な
祖
母
さ
ん
﹄
が
来
る
︒
志
賀
直
方
が
上
京
︑
直
哉
と
午
前
話
す
︒
夜
︑
直
哉
は
C
と
一
寸
話
す
︒
志
賀
浩

は
直
哉
を
偽
り
︑
C
は
兄
に
会
う
為
と
騙
さ
れ
て
今
井
に
連
れ
て
行
か
れ
る
︒
咲
か
せ
い
の
し
た
こ
と
だ
と
思
う
︒
直
哉
は
C
を
帰
し
た

事
を
後
悔
す
る
︒
夜
︑
直
方
か
ら
志
賀
直
温
の
意
向
だ
っ
た
事
を
聞
か
さ
れ
︑
激
怒
︒
十
二
時
過
ぎ
︑
直
温
に
起
き
よ
と
言
う
が
い
や
だ

と
言
わ
れ
る
︒
四
時
ま
で
眠
れ
ず
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
一
人
物
干
し
台
に
上
る
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
255
︑
259
)
(日
記
)
(﹁
日
本
近

代
文
学
館
﹂
第
249
号
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二

−

十
～
十
三
)
(﹃
過
去
﹄
二
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
︑﹃
冬
﹄
の
書
き
始
め
を
う
ま
い
と
褒
め
た
葉
書
を
出
す
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

里
見
弴
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
一
ヶ
月
の
鹿
野
山
の
生
活
も
今
晩
限
り
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

8
・
30
(金
)

朝
︑
直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
を
電
話
で
呼
ん
で
︑
有
島
生
馬
へ
の
手
紙
を
見
せ
︑
一
緒
に
泣
く
︒
志
賀
浩
に
C
兄
妹
に
今
日
来
る
よ
う

今
井
へ
電
話
し
て
貰
う
が
︑
今
朝
早
く
帰
郷
し
た
と
言
う
︒
武
者
小
路
実
篤
と
志
賀
直
方
が
会
う
︒
午
後
︑
寝
て
い
る
志
賀
留
女
に
﹃
不

幸
な
祖
母
さ
ん
﹄
を
読
ん
で
聞
か
せ
︑
和
解
︒
直
哉
は
浩
に
︑
C
の
兄
の
上
京
と
C
に
希
望
を
与
え
る
手
紙
を
書
い
て
く
れ
と
い
う
が
︑

浩
が
書
い
た
手
紙
に
は
不
服
︒
夜
︑
C
が
ま
だ
本
所
に
居
る
事
を
︑
武
者
小
路
実
篤
に
知
ら
さ
れ
︑
泣
い
て
怒
る
︒
夜
︑
黒
木
三
次
の
所

に
行
く
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
259
～
260
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
二
つ
の
糧
﹄
を
読
ん
だ
︑﹃
万
霊
塔
﹄
を
完
成
さ
せ
た
︑︽
﹁
十
四
日
﹂
諸
兄
︾

の
注
文
は
で
き
る
だ
け
入
れ
て
あ
る
︑
佐
佐
木
信
綱
が
大
修
正
が
い
る
と
言
っ
た
ら
﹁
心
の
花
﹂
は
や
め
て
︑
来
年
武
者
小
路
実
篤
の
出

す
雑
誌
に
載
せ
よ
う
と
思
う
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

こ
の
日
か
？

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
送
る
︒
(M
40
・
8
・
？
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

8
・
31
(土
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
と
松
戸
の
勘
解
由
小
路
資
承
を
訪
問
︒
翌
日
︑
勘
解
由
小
路
資
承
と
志
賀
直
方
が
会
う
こ
と
に
し
て
小
見
川
行

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
六



き
は
見
合
わ
せ
︑
帰
る
と
︑
志
賀
留
女
が
大
病
︒
留
女
が
死
ぬ
か
と
思
い
︑
泣
く
︒
(
日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
255
︑
261
)
(未
定
稿

129
﹃
或
る

旅
行
記
﹄)

直
哉
は
︑
病
気
の
留
女
を
見
捨
て
ら
れ
ず
︑
志
賀
家
を
出
ら
れ
な
く
な
る
︒
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
264
)

9
・
1
(日
)

四
月
四
日
の
逓
信
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
で
告
げ
ら
れ
た
︑
鉄
道
国
有
法
第
三
条
に
よ
る
︑
総
武
鉄
道
株
式
会
社
所
属
鉄
道
の
買
収
期

日
︒
(﹃
鉄
道
国
有
始
末
一
斑
﹄)

志
賀
直
温
︑
総
武
鉄
道
株
式
会
社
国
有
の
た
め
解
散
に
付
き
︑
専
務
清
算
人
と
な
る
︒
(
志
賀
家
系
図
)

午
後
︑
勘
解
由
小
路
資
承
︑
武
者
小
路
実
篤
︑
黒
木
三
次
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
勘
解
由
小
路
資
承
と
志
賀
直
方
が
話
す
︒
翌
日
︑
勘
解
由

小
路
資
承
と
志
賀
直
温
が
会
う
こ
と
に
な
る
︒
志
賀
留
女
︑
神
経
痛
で
苦
し
む
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
255
︑
261
)

有
島
武
郎
︑
麻
布
の
歩
兵
第
三
聯
隊
に
入
営
︒
十
一
月
三
十
日
ま
で
勤
務
︒
(﹃
有
島
武
郎
全
集
﹄
年
譜
)

＊
『丸
善
の
憶
ひ
出
﹄・﹃
武
郎
さ
ん
の
こ
と
﹄・
対
談
﹃
志
賀
直
哉
氏
の
文
学
縦
横
談
﹄
な
ど
に
よ
る
と
︑
有
島
武
郎
は
風
呂
に
入
り
が
て

ら
志
賀
家
に
よ
く
遊
び
に
来
た
と
い
う
︒
ま
た
有
島
武
郎
﹃
気
分
で
生
き
て
行
く
人
﹄
に
よ
れ
ば
︑
有
島
武
郎
は
︑
直
哉
の
家
に
来
て
い

た
﹁
サ
ー
ザ
ン
﹂
と
い
う
外
国
の
芝
居
の
雑
誌
を
よ
く
兵
営
に
持
ち
帰
っ
て
楽
し
ん
だ
と
い
う
︒

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
﹃
緑
河
岸
﹄
の
感
想
を
書
い
た
書
簡
を
送
り
︑
要
点
で
も
な
い
所
を
一
々
書
く
欠
点
を
指
摘
す
る
︒
(﹃
武
者
小

路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

9
・
2
(月
)

武
者
小
路
実
篤
と
勘
解
由
小
路
資
承
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
志
賀
直
温
と
勘
解
由
小
路
資
承
が
面
談
す
る
が
う
ま
く
行
か
な
い
︒
銚
子
に
い

る
C
か
ら
手
紙
が
届
き
︑
直
哉
は
C
へ
手
紙
を
書
く
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
256
︑
261
～
262
)

＊
『過
去
﹄
(二
)
に
よ
れ
ば
︑
C
か
ら
時
々
貰
う
手
紙
は
甚
だ
興
ざ
め
な
も
の
だ
っ
た
︑
実
に
あ
り
き
た
り
な
形
式
を
追
い
ひ
ど
く
卑
俗

な
感
じ
を
受
け
た
︑
と
に
か
く
も
っ
と
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
た
︒

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
七



9
・
3
(火
)

武
者
小
路
実
篤
が
徳
富
蘆
花
に
会
い
に
夜
道
を
歩
い
て
行
っ
て
く
れ
た
が
︑
徳
富
蘆
花
は
不
在
︒
田
村
寛
貞
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は

有
島
武
郎
に
C
と
の
事
を
打
ち
明
け
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
261
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
消
印
︑
麻
布
十
月
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

こ
の
頃

直
哉
は
︑
C
の
教
育
計
画
を
立
て
る
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
256
)

9
・
7
(土
)

C
の
兄
・
忠
太
郎
が
上
京
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
の
家
で
会
う
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
262
)

9
・
9
(月
)

夜
︑
武
者
小
路
実
篤
︑
有
島
武
郎
︑
田
村
寛
貞
が
志
賀
直
温
と
面
談
︒
C
を
捨
て
る
か
家
を
捨
て
る
か
と
迫
ら
れ
︑
直
哉
は
家
を
出
る
事

に
す
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
261
)
(﹃
過
去
﹄
二
)

＊
『暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13

(十
六
)
や
﹃
祖
母
の
為
に
﹄
の
記
述
を
参
考
に
す
る
と
︑
直
哉
の
名
で
留
女
が
た
め
た
お
金
が
五
百
円
ほ
ど

銀
行
に
預
け
て
あ
り
︑
そ
れ
で
二
年
ほ
ど
暮
ら
す
つ
も
り
だ
っ
た
︒

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
武
者
小
路
実
篤
か
ら
な
り
ゆ
き
は
大
体
聞
い
て
い
る
︑﹃
万
霊
塔
﹄
に
つ
い
て
︑
明
日
の
午
後
か
夜

に
行
く
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

9
・
10
(火
)

麹
町
の
里
見
弴
が
麻
布
の
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
志
賀
留
女
の
病
気
は
い
か
が
︑
休
み
も
今
日
一
日
と
な
り
う
ん
ざ
り
︑
拙
作
の
悪
口

を
聞
か
せ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
＊
八
月
十
日
付
と
さ
れ
て
い
る
が
発
信
地
な
ど
か
ら
九
月
十
日
の
間
違
い
と
推

定
︒

こ
の
頃
か
？

鹿
野
山
で
里
見
弴
が
書
い
た
小
説
に
直
哉
が
丁
寧
な
評
を
書
く
︒
白
痴
の
身
の
上
話

(↓
『乙
馬
鹿
﹄)
は
褒
め
る
が
︑
若
い
後
家
の
情
欲

を
書
い
た
も
の

(↓
『お
庄
﹄)
は
︑
性
欲
と
そ
れ
に
打
ち
克
つ
だ
け
の
も
の
と
の
間
の
争
闘
が
書
か
れ
て
い
な
い
と
し
て
不
評
︒
好
奇
心

か
ら
あ
あ
い
う
も
の
を
書
く
の
は
邪
道
と
批
判
す
る
︒
里
見
弴
は
自
分
の
事
を
書
い
た
も
の

(
↓
『お
峯
﹄)
は
見
せ
る
勇
気
が
な
か
っ
た
︒

(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
四
)
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

9
・
11
(水
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
十
三
日
の
消
印
︑
麻
布
十
月
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
八



9
・
12
(木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
十
四
日
の
消
印
︑
麻
布
十
月
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

9
・
13
(金
)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
“B
ran
d
”
と
子
規
短
篇
集
の
お
礼
︒
田
村
寛
貞
に
事
情
を
聞
い
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

9
・
14
(土
)

岩
倉
道
倶
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
岩
倉
道
倶
は
直
哉
と
C
と
の
結
婚
に
反
対
す
る
︒
岩
倉
道
倶
は
夫
婦
に
な
っ
て
か
ら
妻
を
教
育
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
︑
二
人
き
り
だ
と
我
が
儘
に
な
る
︑
と
い
う
︒
武
者
小
路
実
篤
が
徳
富
蘆
花
に
話
し
て
く
れ
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P

256
︑
257
︑
262
)

9
・
15
(日
)

直
哉
は
C
と
の
事
件
の
経
緯
を
手
帳
に
書
き
留
め
る
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
257
～
262
)

9
・
16
(月
)

武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
262
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
消
印
︑
麻
布
十
月
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

9
・
17
(火
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
翌
日
投
函
︒
朝
か
ら
丸
善
へ
行
き
︑
梅
園
で
昼
食
︑
中
西
へ
行
き
︑
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
帰

り
に
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
川
村
弘
に
電
話
し
大
学
が
今
日
か
ら
だ
っ
た
と
聞
い
た
︒
米
津
政
賢
の
作
品
を
な
る
べ
く
早
く
送
っ
て
欲

し
い
︑
一
昨
晩
来
て
の
話
に
わ
る
く
な
い
も
の
ら
し
い
の
で
楽
し
み
だ
︑
な
ど
︒
(M
40
・
9
・
17
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

9
・
18
(水
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
九
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

9
・
19
(木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
バ
ー
ゼ
ル
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

9
・
20
(金
)

夜
︑
直
哉
は
白
鳥
庫
吉
を
訪
問
す
る
が
不
在
︒
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
(日
記
)

9
・
21
(土
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
と
小
見
川
に
行
く
︒
四
時
頃
着
︒
夜
︑
C
と
話
す
︒
C
の
父
母
姉
兄
弟
に
会
う
︒
夜
う
な
さ
れ
︑
地
震
に
あ
う
︒

(日
記
)
(﹁
手
帳
14
﹂
補
⑥
P
48
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

9
・
22
(日
)

直
哉
ら
は
十
二
時
出
発
︑
夜
帰
宅
︒
黒
木
三
次
と
有
島
武
郎
が
待
っ
て
い
た
︒
黒
木
三
次
が
内
村
鑑
三
と
服
部
他
之
助
に
話
し
た
と
い
う

の
で
怒
る
︒
(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

七
九



9
・
23
(月
)

午
後
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
を
訪
問
︒
内
村
鑑
三
に
結
婚
前
の
C
と
の
肉
交
を
罪
と
言
わ
れ
る
が
納
得
し
な
い
︒
困
っ
た
よ
う
な
笑
顔
を
見

せ
る
内
村
鑑
三
に
︑
直
哉
は
嘗
て
な
か
っ
た
親
し
み
を
感
じ
る
︒
帰
り
︑
武
者
小
路
実
篤
の
所
に
寄
る
︒
正
親
町
公
和
も
来
る
︒
(日
記
)

(﹃
内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
﹄)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
十
六
)

9
・
24
(火
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
・
正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
と
八
王
子
に
家
探
し
に
行
く
︒
(
日
記
)
(﹃
過
去
﹄
二
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
養
鶏
で
自
活
し
よ
う
と
し
︑
養
鶏
と
園
芸
果
樹
に
関
す
る
参
考
書
を
手
帳
に
メ
モ
す
る
︒
(﹁
手
帳
9
﹂
補
⑤
P
262
～
263
)

9
・
25
(水
)

直
哉
は
八
王
子
か
ら
小
宮
村
に
行
き
︑
よ
い
土
地
と
家
を
見
付
け
る
︒
帰
途
︑
大
久
保
の
種
禽
場
へ
寄
る
︒
田
村
寛
貞
の
所
に
寄
り
帰
宅
︒

(日
記
)
(﹃
過
去
﹄
二
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

有
島
武
郎
か
ら
直
哉
へ
書
簡
︒
明
日
午
後
六
時
頃
参
上
と
の
こ
と
︒
(M
40
・
9
・
25
志
賀
直
哉
宛
有
島
武
郎
書
簡
)

9
・
26
(木
)

夜
︑
直
哉
は
有
島
武
郎
と
面
談
︒
有
島
武
郎
は
直
哉
と
同
意
見
︒
(日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
二
十
七
日
の
消
印
︑
麻
布
十
月
十
七
日
の
消
印
︒
直
哉
に
起
こ
っ
た
事
件
と
は
何
か
︑
な
ど
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

9
・
27
(金
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
徳
富
蘆
花
を
訪
問
︒
徳
富
蘆
花
は
三
十
分
沈
黙
し
て
い
た
︒
あ
る
事
を
直
哉
に
勧
め
︑
自
分
も
そ
う
し
た
い
が

家
の
都
合
で
出
来
な
い
と
言
っ
た
︒
C
と
の
肉
交
を
罪
と
は
思
わ
な
い
が
︑
今
す
ぐ
結
婚
す
る
の
は
危
険
と
忠
告
し
た
︒
(日
記
)
(武
者
小

路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
百
十
一
)

｢読
売
新
聞
﹂
に
︑
総
武
鉄
道
慰
労
金
の
分
配
率
は
︑︽
分
配
総
額
三
十
五
万
円
に
て
内
十
三
万
円
を
重
役
及
び
特
別
功
労
者
へ
残
額
二
十

二
万
円
の
二
割
五
分
を
各
使
用
人
引
渡
当
時
の
現
給
料
に
充
て
其
六
割
は
現
在
職
員
及
び
勤
続
年
限
に
割
当
て
一
割
五
分
は
雇
員
以
下
の

功
労
者
に
割
当
︾
て
る
こ
と
と
な
っ
た
と
出
る
︒

9
・
28
(土
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
と
鎌
倉
雪
の
下
へ
︒
(日
記
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

9
・
29
(日
)

朝
︑
直
哉
は
建
長
寺
へ
行
き
管
長
と
話
す
︒
午
後
養
鶏
園
を
見
る
︒
(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

八
〇



9
・
30
(月
)

直
哉
は
建
長
寺
へ
行
く
が
︑
下
ら
な
い
と
思
う
︒
(日
記
)

10
・
1
(火
)

直
哉
は
建
長
寺
へ
行
く
︒
(日
記
)

鎌
倉
か
ら
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
連
名
で
︑
木
下
利
玄
に
手
紙
を
送
る
︒
(M
40
・
10
・
1
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

政
府
は
私
鉄
の
国
有
化
を
完
了
︒
(M
40
・
10
・
1
﹁
読
売
新
聞
﹂)

10
・
2
(水
)

直
哉
は
建
長
寺
へ
行
き
︑
帰
京
︒
夜
︑
有
島
武
郎
と
面
談
︒
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(
日
記
)

10
・
3
(木
)

武
者
小
路
実
篤
と
正
親
町
公
和
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
夜
︑
直
哉
は
志
賀
留
女
の
こ
と
で
泣
く
︒
(
日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
写
真
に
つ
い
て
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

10
・
4
(金
)

午
後
︑
直
哉
は
里
見
弴
を
訪
問
︒
夜
︑
米
津
政
賢
が
来
る
︒
(日
記
)

10
・
5
(土
)

夜
︑
有
島
武
郎
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
有
島
生
馬
か
ら
の
手
紙
を
読
み
︑
困
る
︒
(
日
記
)

＊
『蝕
ま
れ
た
友
情
﹄
(一
)
に
よ
れ
ば
︑
生
馬
に
養
鶏
で
生
活
す
る
こ
と
を
手
紙
に
書
く
と
︑﹁
な
ぜ
文
学
で
活
計
を
立
て
よ
う
と
し
な

い
の
か
﹂
と
い
う
叱
責
の
返
事
が
来
た
︒
父
か
ら
も
﹁
文
学
で
食
う
こ
と
も
出
来
な
い
癖
に
﹂
と
言
わ
れ
て
い
た
︒
そ
の
頃
は
創
作
を
一

生
の
仕
事
に
す
る
決
心
は
出
来
て
い
た
が
︑
書
い
た
も
の
が
も
の
に
な
ら
な
い
点
で
は
以
前
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
︑
直
哉
は
自
分
の
不
甲

斐
な
さ
を
恥
じ
︑
悲
し
ん
だ
と
い
う
︒

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤

全
集
未
収
録
書
簡
集
﹄)

10
・
7
(月
)

直
哉
は
朝
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
(日
記
)

10
・
8
(火
)

木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︑
直
哉
と
十
一
時
近
く
ま
で
話
す
︒
(日
記
)

10
・
9
(
水
)

直
哉
は
神
田
に
古
本
を
売
り
に
行
き
︑
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
全
集
を
買
う
︒
帰
り
︑
正
親
町
公
和
の
所
︑
武
者
小
路
実
篤
の
所
に
寄
る
︒

C
よ
り
大
至
急
の
手
紙
あ
り
︑
帰
っ
て
返
事
を
出
す
︒
(日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
病
気
だ
︑
自
分
の
恋
に
つ
い
て
︑
明
日
は
志
賀
家
に
行
け
な
い
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

八
一



10
・
10
(木
)

木
下
利
玄
が
来
る
と
い
う
の
で
︑
直
哉
は
一
日
待
つ
が
来
な
い
︒
(日
記
)

10
・
11
(金
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
里
見
弴
の
所
に
寄
る
︒
夜
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
す
る
と
病
気
だ
っ
た
︒
(
日
記
)

昼
︑
木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
断
り
の
郵
便
が
遅
れ
た
こ
と
の
詫
び
︒
明
日
よ
り
旅
だ
ろ
う
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡

集
﹄)

10
・
12
(土
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
誘
い
︑
白
馬
会
に
行
く
︒
(日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
昨
日
よ
り
体
調
が
よ
い
︑
奈
良
に
寄
る
な
ら
一
寸
し
た
土
産
を
頼
む
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

10
・
13
(日
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
八
王
子
に
行
く
︒
(日
記
)

10
・
14
(月
)

午
前
︑
直
哉
は
志
賀
留
女
と
話
す
が
︑
留
女
の
言
う
こ
と
は
全
然
要
領
を
得
ず
︑
泣
く
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
来
る
︒
夜
十
時
出
発

の
予
定
だ
っ
た
が
︑
で
き
な
か
っ
た
︒
C
と
手
紙
の
往
復
あ
り
︒
(日
記
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑﹃
シ
エ
レ
ー
﹄
(十
二
文
豪
)
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
266
)

10
・
15
(火
)

直
哉
は
午
前
武
者
小
路
実
篤
の
所
に
行
き
︑
午
後
か
ら
小
見
川
に
行
く
︒
汽
車
の
中
で
木
下
尚
江
﹃
火
の
柱
﹄
を
読
む
︒
八
時
半
頃
着
︒

C
の
兄
・
父
と
話
し
︑
C
と
話
す
︒
十
二
時
過
ぎ
寝
る
︒
肉
交
︒
(日
記
)
(﹃
過
去
﹄
三
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
267
)

小
見
川
で
は
︑
直
哉
と
C
と
の
事
が
評
判
︒
(阿
川
弘
之
﹃
志
賀
直
哉
﹄)

10
・
16
(水
)

午
前
︑
直
哉
は
C
の
叔
父
と
話
し
︑
C
と
話
す
︒
午
後
︑
C
・
文
二
・
常
次
郎
と
山
に
行
く
︒
夜
︑
忠
太
郎
と
話
す
︒
木
下
尚
江
﹃
火
の

柱
﹄
を
読
了
︒
(日
記
)
(﹃
過
去
﹄
三
)

10
・
17
(木
)

朝
︑
直
哉
は
C
と
話
す
︒
川
汽
船
で
︑
C
・
母
・
兄
と
共
に
佐
原
に
行
き
︑
十
二
時
の
汽
車
に
乗
り
︑
四
時
半
過
ぎ
上
野
着
︒
武
者
小
路

実
篤
の
所
に
行
き
︑
十
時
頃
宿
屋
に
泊
ま
る
︒
(日
記
)
(﹃
過
去
﹄
四
)

10
・
18
(金
)

直
哉
は
十
時
の
汽
車
で
武
者
小
路
実
篤
と
鵠
沼
に
赴
く
︒
東
屋
に
泊
ま
る
︒
(日
記
)

鵠
沼
で
同
人
雑
誌
の
相
談
を
す
る
︒
武
者
小
路
実
篤
の
持
っ
て
来
た
絵
の
本
の
中
か
ら
挿
絵
を
選
ん
だ
︒
(﹃
過
去
﹄
四
)
(
武
者
小
路
実
篤

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

八
二



﹃
或
る
男
﹄
百
九
)

10
・
19
(土
)

直
哉
は
﹃
エ
マ
ル
ソ
ン
﹄
(十
二
文
豪
)
を
読
む
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
267
)

10
・
20
(日
)

直
哉
は
午
後
︑
片
瀬
か
ら
江
ノ
島
へ
散
歩
︒
エ
マ
ル
ソ
ン
の
書
簡
集
を
読
む
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
267
)

10
・
21
(月
)

直
哉
は
︑
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
の
略
伝
を
読
む
︒
(日
記
)

木
下
利
玄
は
︑
見
舞
い
に
来
た
正
親
町
公
和
よ
り
︑
来
年
一
月
か
ら
︽
十
四
日
︾
会
で
雑
誌
を
編
纂
す
る
事
に
な
り
︑
名
前
は
聖
書
か
ら

と
っ
た
﹁
や
は
ら
ぎ
﹂
に
な
っ
た
と
聞
く
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

＊
｢ノ
ー
ト
5
﹂
(補
⑥
P
212
～
213
)
の
﹁
白
樺
発
刊
の
辞
﹂
に
も
︑
雑
誌
名
は
最
初
﹁
や
わ
ら
ぎ
﹂
を
考
え
て
い
た
︑
直
哉
は
﹁
や
わ
ら

ぎ
﹂
と
い
う
名
前
を
考
え
る
場
に
は
不
在
だ
っ
た
︑
と
あ
る
︒

10
・
22
(火
)

直
哉
は
﹃
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
﹄
(十
二
文
豪
)
を
読
む
︒
(日
記
)

10
・
23
(水
)

｢手
帳
10
﹂
(Im
p
ression
s
X
IV
)
を
使
い
始
め
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
263
～
)

直
哉
は
志
賀
直
温
に
︑
結
婚
を
め
ぐ
る
事
件
に
つ
い
て
︑
二
三
年
或
い
は
三
四
年
考
え
さ
せ
て
く
れ
と
い
う
手
紙
を
書
く
︒
(﹁
手
帳
10
﹂

補
⑤
P
263
～
266
)

お
蔦
夫
婦
を
描
い
た
﹃
工
夫
の
富
次
﹄
(﹃
工
夫
の
妻
﹄
と
い
う
題
に
し
た
い
)
を
一
年
計
画
で
書
き
単
行
本
で
出
そ
う
と
考
え
る
︒
(﹁
手
帳

10
﹂
補
⑤
P
266
)

ト
ル
ス
ト
イ
の
﹃
男
女
観
及
び
人
生
の
意
義
﹄
を
読
む
︒︽
○
男
女
の
分
業

男
は
人
類
幸
福
の
増
加
の
為
め
働
き
︑
女
子
は
人
類
の
持

続
の
為
め
に
働
く
︾︽
○
人
生
の
目
的
は
︑
神
の
意
志
を
遂
行
す
る
事
か
︑
人
類
の
為
め
幸
福
の
益
す
や
う
に
す
る
事
か
︑
或
は
自
己
の

完
全
な
る
発
展
で
あ
ら
う
か

(中
略
)
い
づ
れ
も
終
に
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
︾
な
ど
の
内
容
︒
今
戸
か
ら
の
手
紙
で
武
者
小
路
実
篤
は
帰

京
︒
有
島
生
馬
へ
手
紙
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
267
～
271
)

木
下
利
玄
が
直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
宛
に
葉
書
を
書
く
︒
風
邪
か
ら
黄
疸
に
な
り
︑
更
に
薬
に
負
け
て
寝
た
︑
奈
良
に
は
行
か
な
い
の
か
︑

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

八
三



月
謝
は
誰
か
に
頼
ん
だ
の
か
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

10
・
24
(木
)

直
哉
は
志
賀
直
温
に
︑
二
三
年
或
い
は
三
四
年
考
え
る
時
を
乞
う
手
紙
を
出
す
︒
(日
記
)

人
見
一
太
郎
の
﹃
ユ
ー
ゴ
ー
﹄
(十
二
文
豪
)
を
読
む
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
271
～
272
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
口
絵
の
こ
と
は
ま
た
少
し
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︑
直
哉
が
帰
っ
て
か
ら
相
談
し
よ
う
︑

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
ベ
ッ
ク
リ
ン
な
ど
と
は
無
関
係
な
の
で
抜
か
す
方
が
い
い
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒︽
雑
誌
の
事
は
沙
鴎
か
ら
き
い
た
︒︾
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

10
・
25
(金
)

直
哉
は
﹃
お
順
真
三
﹄
に
つ
い
て
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
271
)

人
見
一
太
郎
の
﹃
ユ
ー
ゴ
ー
﹄
を
読
了
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
271
～
272
)
(﹁
ノ
ー
ト
5
﹂
補
⑥
P
212
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
今
戸
は
不
合
格
だ
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

10
・
26
(土
)

直
哉
は
十
時
半
の
汽
車
で
藤
沢
発
︑
帰
京
︒
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
丸
善
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
ヘ
ッ
ケ
ル
を
買
う
︒
武
者
小
路
実
篤

の
所
へ
行
く
︒
(日
記
)

10
・
27
(日
)

夕
方
正
親
町
公
和
が
来
る
は
ず
だ
っ
た
が
来
な
い
の
で
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
の
所
へ
行
く
︒
(
日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
二
十
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

10
・
28
(月
)

午
前
︑
直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
・
正
親
町
公
和
・
今
戸
ら
と
文
展
を
見
る
︒
武
者
小
路
実
篤
と
丸
善
に
行
き
︑
ウ
ー
デ
を
注
文
︒
夜
︑

﹃
バ
イ
ロ
ン
﹄
(十
二
文
豪
)
を
読
む
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
273
)

10
・
29
(火
)

午
前
︑
直
哉
は
田
中
平
一
へ
の
手
紙
を
書
き
︑﹃
緑
雨
遺
稿
﹄
を
買
っ
て
き
て
読
む
が
下
ら
な
い
︒
午
後
︑
田
村
寛
貞
が
志
賀
家
に
来
宅
︒

(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
273
～
274
)

10
・
30
(水
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
直
哉
は
﹃
ゲ
ー
テ
﹄
(十
二
文
豪
)
を
読
む
︒
夜
︑
有
島
武
郎
が
来
訪
し
︑
有
島
武
が

関
安
子
の
事
を
知
っ
た
と
言
う
︒
(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

八
四



10
・
31
(木
)

直
哉
は
︑
住
谷
天
来
訳
の
ウ
ァ
ー
ド
の
﹃
十
九
世
紀
の
予
言
者
﹄
を
読
了
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
し
︑
正
親
町
公
和
の
家
に
行
く

が
不
在
︒
(日
記
)

こ
の
年
の
秋
か
？里

見
弴
が
年
上
の
女
中
・
八
重
と
関
係
を
持
つ
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
五
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
C
を
佐
原
市
内
の
井
上
裁
縫
女
学
校
に
入
学
さ
せ
︑
寄
宿
舎
に
入
れ
る
︒
(
阿
川
弘
之
﹃
志
賀
直
哉
﹄)

直
哉
の
小
遣
い
銭
の
一
部
で
学
費
を
出
し
た
︒
(﹃
過
去
﹄
五
)

三
十
円
貰
う
小
遣
い
の
う
ち
か
ら
︑
毎
月
十
円
づ
つ
送
り
︑
佐
原
の
小
さ
な
私
立
の
女
学
校
に
入
れ
た
︒
し
ば
ら
く
し
て
C
か
ら
来
た
写

真
の
田
舎
く
さ
さ
に
我
慢
で
き
ず
︑
破
り
捨
て
た
︒
C
の
書
く
手
紙
は
い
つ
も
幻
滅
の
種
に
な
っ
た
︒
(
未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄)

11
・
3
(日
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
ノ
ー
ト
を
写
す
の
で
暇
が
な
く
ご
無
沙
汰
し
た
︑
十
日
は
ど
う
な
っ
た
か
︑
十
一
月
末
ま
で
に
は
小

説
を
一
つ
書
き
た
い
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

11
・
4
(月
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
正
親
町
公
和
の
所
に
行
く
︒
(日
記
)

11
・
5
(火
)

直
哉
は
雑
誌
を
こ
わ
し
︑
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
の
所
に
行
く
︒
(日
記
)

11
・
7
(木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
二
十
八
日
の
消
印
︒
こ
の
間
ロ
ダ
ン
の
ク
ロ
ッ
キ
ー
を
集
め
た
展
覧
会
が

あ
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

11
・
8
(金
)

直
哉
は
銀
座
で
ウ
ー
デ
の
額
を
頼
み
︑
築
地
の
製
本
屋
に
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
を
頼
み
︑
丸
善
で
ズ
ー
ダ
ー
マ
ン
を
買
う
︒
夜
︑
里
見
弴
が
志

賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
木
下
利
玄
と
寄
せ
書
き
で
︑
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
十
二
日
九
時
に
丸
木
に
集
合
し
よ
う
︑
武
者
小
路
実
篤
は
﹃
其
面

影
﹄
を
読
ん
で
感
心
し
た
︑
直
哉
が
借
り
て
先
に
読
ん
で
木
下
利
玄
に
貸
し
て
欲
し
い
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛

書
簡
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

八
五



11
・
9
(土
)

午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︑
正
親
町
公
和
の
所
に
行
く
︒
正
親
町
公
和
は
正
親
町
実
正
に
廃
学
と
結
婚
の
申
し
出
を
し
た
と

の
こ
と
︒
三
秀
舎
へ
行
き
︑
千
部
七
十
円
位
と
聞
く
︒
雑
誌
の
値
段
の
相
談
か
？

(
日
記
)

11
・
10
(日
)

直
哉
は
﹃
其
面
影
﹄
を
読
了
︑
感
服
す
る
︒
(日
記
)

11
・
11
(月
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
荒
川
へ
行
き
︑
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
複
写
を
頼
む
︒
(日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
十
二
日
の
消
印
︑
麻
布
十
二
月
三
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

11
・
12
(火
)

午
前
︑︽
十
四
日
︾
の
直
哉
・
武
者
小
路
実
篤
・
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
は
丸
木
で
写
真
撮
影
︒
午
後
四
人
で
志
賀
家
で
話
す
︒﹁
や
は

ら
ぎ
﹂
の
名
は
︑
直
哉
と
木
下
利
玄
が
気
に
い
ら
な
か
っ
た
為
︑
議
論
の
末
︑﹁
白
樺
﹂
と
す
る
︒
(
日
記
)
(
木
下
利
玄
日
記
)
(﹃
新
潮
日
本
文

学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
﹄
等
掲
載
・
写
真
)

＊
武
者
小
路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
(百
九
)
に
よ
れ
ば
︑
ど
う
し
て
も
い
い
名
が
な
く
︑
色
の
名
を
組
み
合
わ
せ
て
﹁
白
樺
﹂
と
い
う
名
が

で
き
あ
が
っ
た
︑
白
樺
は
皆
の
好
き
な
樹
で
︑
赤
城
山
を
連
想
し
︑
そ
れ
も
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
と
い
う
︒

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑﹁
白
樺
発
刊
の
辞
﹂︑﹁
口
絵
に
就
て
﹂
を
書
く
︒
口
絵
は
︑
こ
の
一
年
間
は
ド
イ
ツ
の
理
想
派

(
ベ
ッ
ク
リ
ン
︑
ト
ー
マ
︑
ク
リ
ン

ゲ
ル
︑
ス
ツ
ッ
ク
︑
ホ
フ
マ
ン
)
を
載
せ
る
事
に
し
た
と
い
う
︒
(﹁
ノ
ー
ト
5
﹂
補
⑥
P
212
～
213
)

＊
『美
術
雑
談
﹄﹁﹁
白
樺
﹂
時
代
﹂
に
よ
れ
ば
︽
武
者
は
独
乙
語
を
や
る
関
係
で
︑
丸
善
か
ら
よ
く
﹁
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
エ
ン
﹂
を
買
つ

て
き
て
︑
ベ
ッ
ク
リ
ン
︑
ク
リ
ン
ゲ
ル
︑
ス
テ
ュ
ッ
ク
そ
の
他
を
吾
々
に
紹
介
し
た
︒
美
術
に
対
し
感
覚
的
に
わ
か
る
と
い
ふ
よ
り
︑
む

し
ろ
文
学
的
に
わ
か
り
の
よ
い
も
の
の
方
が
喜
ば
れ
た
形
だ
︒﹁
白
樺
﹂
を
始
め
出
し
た
頃
ま
で
そ
れ
が
続
い
た
︒﹁
白
樺
﹂
の
一
︑
二
号

ま
で
は
そ
れ
だ
つ
た
︒︾
と
い
う
︒

11
・
13
(水
)

午
後
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒
非
常
に
快
い
︒
木
下
利
玄
の
家
に
一
寸
寄
り
︑
銀
座
を
回
り
︑
帰
宅
︒
(
日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

11
・
14
(木
)

午
前
︑
直
哉
は
﹃
明
治
文
学
史
﹄
を
読
む
︒
志
賀
留
女
と
衝
突
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
(
日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)
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11
・
15
(金
)

午
前
︑
直
哉
は
﹁
聖
書
之
研
究
﹂
を
読
む
︒
夜
︑
柳
宗
悦
の
家
に
行
く
︒
(日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

11
・
17
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
柏
木
の
内
村
鑑
三
の
会
に
行
く
︒
(日
記
)

11
・
20
(水
)

夜
︑
直
哉
は
林
三
郎
を
訪
問
︒
(日
記
)

11
・
21
(木
)

総
武
鉄
道
の
慰
労
金
分
配
を
巡
っ
て
不
平
を
持
つ
者
が
結
成
し
た
正
義
同
志
会
の
二
百
人
余
り
が
︑
三
の
輪
の
青
田
綱
三
家
に
押
し
か
け

る
︒
交
渉
委
員
の
中
に
︑
佐
倉
駅
助
役
・
丸
山
俊
の
名
前
あ
り
︒
(M
40
・
11
・
23
﹁
読
売
新
聞
﹂)

11
・
22
(金
)

正
義
同
志
会
の
交
渉
委
員
が
青
田
綱
三
と
会
見
し
︑
帳
簿
の
閲
覧
を
請
求
す
る
が
︑
拒
否
さ
れ
る
︒
慰
労
金
は
十
三
万
円
を
重
役
九
名
︑

二
十
二
万
円
を
千
余
名
の
職
員
一
同
で
分
配
さ
れ
た
が
︑
分
配
率
は
︑
青
田
綱
三
・
志
賀
直
温
・
富
田
正
雄
が
決
め
︑
分
配
の
仕
方
が
不

公
平
だ
と
の
風
評
が
あ
っ
た
︒
(M
40
・
11
・
23
﹁
読
売
新
聞
﹂)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
月
二
十
三
日
の
鵠
沼
よ
り
の
手
紙
を
拝
見
︑
徴
兵
に
つ
い
て
の
直
哉
の
考
え
は
周
到
だ
︑
雑
誌

は
や
り
か
け
て
勇
気
が
続
け
ば
大
い
に
偉
い
と
思
う
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

11
・
23
(土
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
・
正
親
町
公
和
と
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
夕
方
︑
帰
宅
︒
里
見
弴
の
所
に
一
寸
寄
る
︒
(
日
記
)

11
・
24
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒
志
賀
留
女
の
床
上
げ
︒
(日
記
)

11
・
25
(月
)

直
哉
は
小
杉
天
外
の
﹃
新
夫
人
﹄
を
読
了
︒
(日
記
)

正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
・
加
藤
泰
吉
が
連
名
で
︑
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
十
七
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

11
・
27
(水
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒﹃
仲
な
ほ
り
﹄
は
三
十
日
昼
ま
で
に
書
き
上
げ
て
︑
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
の
家
で
会
い
た
い
︑

な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

12
・
2
(月
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
三
日
の
消
印
︒
五
日
午
後
二
時
頃
か
ら
志
賀
家
に
行
く
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

12
・
5
(木
)

里
見
弴
が
︑
ノ
ー
ト
﹁
屋
根
の
草
﹂
に
﹃
兄
き
ょ
う

妹だ
い

﹄
を
執
筆
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
所
収
﹁
屋
根
の
草
﹂)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

八
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直
哉
は
︑
里
見
弴
の
﹃
兄
妹
﹄
を
器
用
と
評
し
︑
里
見
弴
と
小
山
内
薫
を
比
較
し
た
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
九
)

12
・
9
(月
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
送
る
︒
昨
日
は
す
す
掃
き
で
直
哉
も
活
躍
し
た
︑
な
ど
︒
(
M
40
・
12
・
9
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

12
・
10
(火
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
十
二
月
三
十
一
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

12
・
14
(土
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

12
・
15
(日
)

旧
総
武
鉄
道
の
社
員
ら
三
十
余
名
が
︑
分
配
金
に
つ
い
て
面
談
し
よ
う
と
︑
三
河
台
の
志
賀
家
へ
押
し
か
け
よ
う
と
す
る
︒
麻
布
署
が
食

い
止
め
︑
談
判
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
委
員
を
選
ん
で
す
る
よ
う
に
と
説
得
す
る
︒
(M
40
・
12
・
16
﹁
読
売
新
聞
﹂)

12
・
19
(木
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
二
十
日
の
消
印
︒﹃
仲
な
ほ
り
﹄
に
つ
い
て
︑
二
十
一
日
の
︽
十
四
日
︾
で
会
お
う
︑
な
ど
︒
(﹃
志

賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

12
・
21
(土
)

《十
四
日
︾
の
会
合
︒
(M
40
・
12
・
19
直
哉
宛
木
下
利
玄
書
簡
)

12
・
23
(月
)

旧
総
武
鉄
道
の
社
員
か
ら
な
る
正
義
同
志
会
の
六
十
名
が
三
の
輪
の
青
田
綱
三
家
に
押
し
か
け
る
︒
下
谷
署
が
委
員
を
選
び
穏
和
に
談
判

す
る
よ
う
に
と
説
諭
し
︑
委
員
と
な
っ
た
丸
山
俊
ら
四
名
が
青
田
に
面
会
を
求
め
た
が
不
在
と
の
理
由
で
断
ら
れ
る
︒
彼
等
が
三
河
台
の

志
賀
直
温
家
に
押
し
寄
せ
る
と
の
風
説
も
あ
り
︑
麻
布
署
も
警
戒
︒
(M
40
・
12
・
25
﹁
読
売
新
聞
﹂)

こ
の
頃
か
？

志
賀
直
温
に
非
常
な
悪
意
を
感
じ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
︑
賞
与
金
分
配
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
鉄
道
会
社
の
使
用
人
が
談
判
に
来
る

と
︑
直
哉
は
心
か
ら
直
温
の
身
を
案
じ
て
︑
父
を
守
ろ
う
と
し
︑
自
己
の
内
の
直
温
へ
の
愛
を
自
覚
す
る
︒
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
2
三
)

(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
廿
二
)

総
武
鉄
道
の
志
賀
直
温
の
退
職
金
は
三
万
円
だ
っ
た
︒
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄)
(﹃
祖
父
﹄
十
六
)

こ
の
年
の
十
二
月
か
？

(内
村
鑑
三
が
柏
木
に
転
居
し
て
か
ら
︒﹃
内
村
鑑
三
全
集
﹄
年
譜
に
よ
れ
ば
︑
転
居
は
明
治
四
十
年
十
一
月
一
日
)

内
村
鑑
三
の
所
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
向
か
う
電
車
の
中
で
︑
直
哉
は
︑
陽
光
の
中
に
い
て
埃
が
見
え
る
人
々
は
大
変
そ
れ
を
気
に
し
︑

陰
に
な
っ
て
い
て
埃
が
見
え
な
い
人
は
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
の
を
目
撃
す
る
︒
キ
リ
ス
ト
教
で
い
う
罪
に
対
す
る
意
識
も
同
じ
だ
と
思

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)
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八



う
︒
自
分
の
よ
う
に
解
脱
し
き
れ
ず
︑
苦
し
ん
で
い
る
の
は
︑
陽
光
中
の
埃
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
︑
そ
れ
位
な
ら
︑
埃
を

吸
い
な
が
ら
平
気
で
い
る
方
が
ま
し
だ
と
思
い
︑
感
話
で
話
す
︒
内
村
に
は
﹁
そ
ん
な
話
よ
り
バ
ラ
の
さ
し
木
を
作
る
話
で
も
す
れ
ば
よ

か
っ
た
︒﹂
と
言
わ
れ
︑
気
を
滅
入
ら
す
︒
(﹃
内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
﹄)
↓
『濁
つ
た
頭
﹄
(
二
)
の
モ
デ
ル

12
・
26
(木
)

湯
ヶ
島
温
泉
の
木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

12
・
28
(土
)

直
哉
は
︑﹃
ひ
ど
い
奴
﹄
執
筆
︒
自
分
の
不
正
を
見
抜
い
た
大
学
生
を
ス
リ
だ
と
言
う
車
掌
を
描
い
た
も
の
︒
(
未
定
稿
34
)

＊
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
の
﹁
元
良
さ
ん
の
心
理
学

『車
掌
﹄
と
云
ふ
小
説
﹂
で
語
ら
れ
て
い
る
内
容
は
︑
こ
の

﹃
ひ
ど
い
奴
﹄
の
も
の
︒

12
・
30
(月
)

伊
豆
山
の
川
村
弘
が
東
京
の
直
哉
に
手
紙
を
出
す
︒
先
日
の
礼
状
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
書
簡
)

？
・
16

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒﹃
野
ば
ら
﹄
と
い
う
小
説
を
書
き
つ
つ
あ
る
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

？
・
？

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
に
来
て
み
て
驚
い
た
作
者
は
︑
ク
ル
べ
ー
と
ロ
ダ
ン
と
マ
ネ
だ
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡

集
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
二
)

八
九


